
令和７年磐田市「二十歳の集い」第２回実行委員会 記録 

日 時：令和６年７月21日（日）18：00～19：30 

場 所： Zoom形式 

参加者：実行委員 19名 自治デザイン課 ３名 

１ 開催方法について 

 (1)第１回実行委員会の意見の復習と補足説明（事務局説明）  

→【資料１】のとおり説明 

(2)開催方法の決定 

・(1)の説明を踏まえて市として、「かたりあで一斉開催、オンライン配信も行う」こと

を提案した。 ⇒ 実行委員からの反対意見はなかったため、提案のとおり決定。 

  ・式典の時間について、【資料１】のとおり、３パターンで多数決を実施。 

   １回目の投票（パターン① 11票 パターン② ７票 パターン③ ０票） 

     票数が割れたため、各パターンの意見を確認し、再度投票することとした。 

   パターン①に関する意見：昼食等の時間を踏まえると、12 時までに終わる①がいいと

思ったため。 

   パターン②に関する意見：11 時式典開始にすることで、朝の時間に少し余裕ができる

と感じたため。 

   ２回目の投票（パターン① ３票 パターン② 16票）※この時点から１名途中参加 

   ⇒パターン② 開場 10時 式典 11～12時 交流等12～13時 に決定。 

２ 企画の方向性について 

 (1)企画の枠組みについて（事務局説明） 

 →【資料２】のとおり説明 

 (2)グループで意見交換（テーマ：やってみたい企画を１つ決める） 

 (3)グループで出た意見の共有 

グループ① 

   ・テレビ局に採用される可能性は低いかもしれないが、テレビ番組の企画等に採用され

たたら、一番いいなと思った。 

   ・著名人の参加やメッセージがあると、みんなで同じ時間を共有できると思った。 

   ・BGMとして各中学校の合唱曲を流すのはいいと思う。 

   ・思い出の写真等のスライドは、出身中学以外のもので楽しめないかもしれないと感じ

ているが、放映順をランダムにするなど、待つ時間も楽しむ工夫ができればいいと思う。 

   グループ② 

   ・卒業式で歌えなかったため、みんなで合唱をしたい。 

   ・思い出の写真等のスライドは他校の時間が楽しめないと感じた。 

   ・二次元コードを配布し、各自で思い出の写真を見る形なら退屈な時間がないと思う。 

   ・遠方に住んでいる実行委員もいるため、スライドショーを行う場合は素材集めは市役

所の職員にやってもらったほうが現実的だと思う。 



   グループ③ 

   ・テレビ番組の企画に応募し、著名人を呼ぶことができれば夢があると思う。 

   ・著名人が参加してくれれば、抽選会を実施し、当選者が写真撮影をできるような企画

ができると思う。 

   ・そこに、合唱やメッセージを絡めるのもいいと思う。 

   グループ④ 

   ・卒業式で歌えなかった合唱をしたい。 

   ・思い出の写真や校舎の写真などを複合して行うのはいいかもしれない。 

４ 連絡事項 

 (1)第３回の実行委員会の日程調整について 

   →日程調整の結果、令和６年８月18日（日）18：00～19：30で開催する。 

(2)自治デザイン課LINEアカウントの登録のお願い 

 →後日送付するLINEアカウントを登録してほしい。オープンチャットで発言しにくいこ

とや個別相談等はLINEアカウントへお願いしたい。 

☆次回の実行委員会の日時 令和６年８月18日（日）18：00～19：30 



令和７年 磐田市「二十歳の集い」第２回実行委員会 次第 

と き：令和６年７月21日（日曜）18：00～19：30  

ところ：Zoom 

１ 開催方法について（20分） 【資料１】 

(1)第１回実行委員会の意見の復習と補足説明 

 (2)開催方法の決定 

２ 企画の方向性について（70分） 【資料２】

 (1)企画の枠組みについて 

 (2)グループで意見交換 

 (3)グループで出た意見の共有 

３ 磐田市からの連絡事項

 (1)第３回の実行委員会の日程調整について 

 (2)自治デザイン課LINEアカウントの登録のお願い 



資料１ 

開催方法 検討資料 

１ 第１回実行委員会での意見まとめ 

（１）一斉開催に関する意見 

  ・保護者も一緒に祝うことができるような配慮が必要。（オンライン配信） 

  ・他中学校や高校の友達と交流をすることができ、交流時間も多く確保できそう。 

  ・令和６年1月の開催実績があるため、スムーズな開催ができそう。 

  ・混雑しそう。 

（２）１か所２部開催に関する意見 

  ・保護者も会場内で見ることができ、混雑が緩和される気がする。 

  ・参加する部を自由に選べたらいいと思う。 

  ・会うことができない友達がいるのがデメリットに感じた。 

２ 過去の開催方法に関する担当者の感想 

・令和６年１月開催時（一斉開催）の担当の感想は、施設内外を自由に移動できたり、写

真を撮影できたりしていた。式典終了後、中学校ごとに順番に退出したため、入り口付

近での渋滞は起きなかった。日が当たり暖かい場所は人が密集してしまっていた。 

  ・令和５年１月開催時（２部開催）の担当の感想は、部の入れ替え時間として１時間設け

たが、１部の退館者と早く来た２部の入館者がバッティングして、混み合った。 

   保護者席を用意できたが、人の動きが物理的に多くなってしまった。 

３ 開催方法を決定するうえでの考慮したいこと（会場運営以外のこと） 

  ・ヘアメイクや着付けがある参加者への配慮 

   ⇒1 年以上前から予約をする人もいると聞いています。大幅な開催時間の変更は難しい

可能性があります。着付け等の開始時間も考慮をした方がいいかもしれません。 

  ・当日行われる中学校ごとの同窓会への配慮 

   ⇒４校が式典当日に同窓会を実施予定。５校が計画中とのことです。 

    例年午後に行う中学校もあると聞いているため、着替えや準備の時間を配慮すると午

後遅くの開催は現実的ではない可能性があります。 

★上記の１～３を踏まえた磐田市からの開催方法の提案 

磐田市民文化会館「かたりあ」で一斉開催、オンライン配信の実施 

  パターン①：開場 ９時  式典 10時～11時  交流等 11時～12時 

  パターン②：開場 10時  式典 11時～12時  交流等 12時～13時 

パターン③：開場 12時  式典 13時～14時  交流等 14時～15時 



資料２ 

企画検討資料 

１ 企画の枠 

（１）式典内企画（式典の基本案） 

№ 内容 所要時間 備考 

１ 開式の辞 ５分 司会説明を含む 

２ 式辞・祝辞 10 分 各５分 

３ 来賓・祝電紹介 ５分  

４ 企画枠 15 分 時間内であれば複数の企画も可能 

５ 決意の辞 10 分 男女各複数名 

６ 市歌斉唱 10 分 前後の説明含む 

７ 閉式の辞 ５分 終了後の影アナを含む 

計 60 分  

（２）式典外企画 

 実施場所候補：ステージ、リハーサル室（150 人収容可能） 

 実施時間：式典終了後１時間以内（準備や退場時間を含む） 

 注意事項：開催方法や式典の尺によって場所や時間の制限が増えます。 

２ 企画素案の分類 

式典内企画 式典外企画 

主に 

実行委員 

で準備 

・恩師のメッセージ動画 

・有名な曲の歌唱や合唱 

・「今の校舎を見てみよう」スライド

・「思い出の写真」スライド 

・市長の一発芸 

・未成年の主張のような企画 

・ビンゴゲーム 

主に 

市で準備 

・市政への意見集約、発表 

・著名人の式典参加、メッセージ 

・親への手紙作成、発表 

・全体の集合写真（式典終了直後等）

・作成した動画やスライドショー放映

・各中学校の卒業式合唱曲を流す 

その他：テレビ番組の企画に応募 

３ 今後のスケジュール 

 ８月    企画最終決定・第３回実行委員会で準備の役割分担等の話し合い 

 ９～11 月  準備期間（動画やスライドショーなら素材集め） 

 12 月 13 日  完成目標（式典１か月前） 


